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Ｅファイル、Ｆファイルの見直しについて 

 

１．ファイルの統合について 

 ○ 現行のＥファイル、Ｆファイルについては、重複する項目も多く含ま

れており、平成 22年度に実施するＤＰＣ調査から、これらを一体化した

ファイルで提出することとする。 

 

 ○ なお、現行のＥファイル、Ｆファイルから一体化したファイルを作成

するプログラムについては、事務局で作成し、平成 22年６月以降に各医

療機関に配布する予定。 

 

No 項目名
F01 施設コード
F02 データ識別番号
F03 退院年月日
F04 入院年月日 No 項目名
F05 データ区分 F01 施設コード
F06 順序番号 F02 データ識別番号
F07 行為明細番号 F03 退院年月日

F08
病院点数マスタ
コード

F04 入院年月日

F09
レセプト電算コー
ド

F05 データ区分

F10 解釈番号 F06 順序番号
F11 診療明細名称 F07 行為明細番号
F12 使用量 F08 病院点数マスタコード
F13 基準単位 F09 レセプト電算コード
F14 行為明細点数 F10 解釈番号
F15 行為明細薬剤料 F11 診療明細名称
F16 行為明細材料料 F12 使用量
F17 円点区分 F13 基準単位
F18 出来高実績点数 F14 明細点数
F19 出来高包括フラグ F17 円点区分

F18 出来高実績点数
No 項目名 F19 出来高包括フラグ
E01 施設コード E11 行為点数 すべて点

E02 データ識別番号 E12 行為薬剤点数
すべて点（行為の別
掲）

E03 退院年月日 E13 行為材料点数
すべて点（行為の別
掲）

E04 入院年月日 E15 行為回数
E05 データ区分 E16 保険者番号
E06 順序番号 E17 レセプト種別コード

E07
病院点数マスタ
コード

E18 実施年月日

E08
レセプト電算コー
ド

E19 レセプト科区分

E09 解釈番号 E20 診療科区分
E10 診療行為名称 E21 医師コード
E11 行為点数 E22 病棟コード
E12 行為薬剤料 E23 病棟区分
E13 行為材料料 E24 入外区分
E14 円点区分 E25 施設タイプ
E15 行為回数
E16 保険者番号

E17
レセプト種別コー
ド

E18 実施年月日
E19 レセプト科区分
E20 診療科区分
E21 医師コード
E22 病棟コード
E23 病棟区分
E24 入外区分
E25 施設タイプ

F
フ
ァ
イ
ル

E
フ
ァ
イ
ル

一
体
化
フ
ァ
イ
ル

 

 

診 調 組  Ｄ － ２ 

２ １ ． １ ２ ． ２ ４ 

 



2 

 

 

２．入力の項目の見直しについて 

  次期診療報酬改定の結果を受けて変更となる可能性はあるが、特定入院料

等に包括評価されている診療行為が実施された場合について、Ｅファイル、

Ｆファイルに出力することとする。 

  なお、ここで指す特定入院料等とは、急性期入院医療を対象としている以

下の 10項目とする。 

 Ａ３００ 救命救急入院料 

Ａ３０１ 特定集中治療室管理料 

 Ａ３０１－２ ハイケアユニット入院医療管理料 

Ａ３０１－３ 脳卒中ケアユニット入院医療管理料 

 Ａ３０２ 新生児特定集中治療室管理料 

Ａ３０３ 総合周産期特定集中治療室管理料 

 Ａ３０４ 広範囲熱傷特定集中治療室管理料 

Ａ３０５ 一類感染症患者入院医療管理料 

 Ａ３０７ 小児入院医療管理料 

Ａ４００ 短期滞在手術基本料３ 

 


